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研究成果の概要（和文）： 

健康生成論と人生究極の健康要因=Sense of Coherence（SOC、首尾一貫感覚）並びにエンパ
ワメントアプローチを取り入れた、支援科学でもある新しい健康社会学の理論と方法を、「健康
職場」づくりの研究、病と生きる人々の成長と人生再構築に関する研究、SOC の向上や高いこ
とと密接な正の関連性を有する生活・人生経験の探索的研究、当事者参加型リサーチを用いた
調査研究の展開・蓄積を通して、創出し描出した。 
 

研究成果の概要（英文）：In this research project, we have developed and shown the concepts 

and methods of the new type of health sociology, into which salutogenesis, sense of 

coherence (SOC), and empowerment approach were incorporated and which should be a 

science of social support.  It has been developed through four fields of study: studies on 

healthy work organization, adversarial growth and life-reconstruction of people living with 

chronic illnesses, life experiences correlated with the enhancement of SOC or the 

maintenance of its high level. 
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分野の世界にも大きなインパクトがもたらされ、

パラダイムシフト的な変化も引き起こしつつあっ

た。２１世紀に入って以降、健康生成モデルとエ

ンパワメントモデルの取り込まれた新しい健康社

会学と健康社会学研究の創出がますます待た

れるようになってきていたのである。本研究プロ

ジェクトは、それまで通算６年間の科研費の助成

を受けて病・ストレスを生きる人々を対象に行わ

れてきた健康社会学的調査研究の継承と集大

成が求められるようになってきた時期に開始され

ることになった。 

 

 

２．研究の目的 

H21-23 年度の 3 年間に亘る研究の目的は、

健康･病気と保健･医療の世界に、世界の保健

医療社会学が提起してきた社会モデル、健康生

成モデル、当事者オリエンテッドという新しいパ

ラダイムと理論に基づき、（１）健康的な｢働かせ

方｣｢働き方｣の探求と「健康職場」づくり、（２）病

と生きる人々の成長と人生再構築、（３）ストレス

対 処 ･ 健 康 保 持 力 概 念 SOC （ Sense of 

Coherence、首尾一貫感覚）、（４）当事者ととも

に行う新しい調査研究方法論、の各テーマ領域

において実証及び理論研究を発展させ、それら

を統合し体系的に整理することによって、病･スト

レスと生きる人々がますます増える時代に相応

の健康社会学の基本的な描出と確立を目指す

ことにあった。 

 

 

３．研究の方法 

 研究対象は、さまざまな病気・障がいを抱

えた人々から日々ストレスに曝されながらさまざ

まな産業で働く人たちとすることにより、病気・障

がい・ストレッサーの違いを超えて、病・ストレスと

生きる人々における対処・対応、成長と人生適

応・再構築、社会環境のあり方に関する理論化、

一般化、体系化に役立てることを重要視した。 

調査の計画・準備から始めデータの収集・分

析を経て研究発表に至っている研究が多い。多

くの調査研究において当事者参加型リサーチが

とられ、或いは生かされ、研究成果も当事者の

自助団体や実践・支援グループに直接に返され

るものが少なくなかった。また、本研究プロジェク

トでは、多くの調査研究において、質的調査研

究と量的調査研究が併用された。 

 
 
４．研究成果 

(1)健康的な｢働かせ方｣｢働き方｣と「健康職場」

づくりの研究 

①蓄積疲労または過労とディストレスや過スト

レス状態、精神健康とワークモチベーションや職

務満足度などをワークライフバランス／インバラ

ンスの評価基準として、あるいは、ワークファミリ

ーコンフリクトを基準変数として、「働き方」とそれ

を規定する「働かせ方」における改善のポイント

を示唆する調査研究を数本行ない発表してきた。

健康の観点から「働き方」「働かせ方」を問う我々

の研究は、世界的にも著名な米国医療社会学

者 Perlinが 1990年前後に推奨した「社会研究と

してのストレス研究」「ストレスの社会学的研究」

の継承発展として位置づけられるものと考える。 

 ②1990年代以降今日まで、KarasekやCooper

など世界的に著名な職業性ストレス研究者や米

国立職業安全衛生研究所 NIOSHによって提唱

され発展させられた「健康職場」概念をもとに、

北欧の研究で明らかにされつつあった働く者の

SOC の向上につながる労働職場環境条件に関

する知見を取り込むなどして、我々は新たに職

場風土・組織風土の多項目尺度/チェックリスト

を開発した。それを用いて、数種類の産業労働

者を対象とした労働職場環境と SOCと健康及び

ワークモチベーションに関する横断及び追跡調

査研究を実施中である。ベースラインデータの

横断分析の結果、職場風土は、過重労働と同程

度あるいはそれ以上に精神健康とワークモチベ

ーションに対し寄与が大きく、かつ、その影響の



 

 

半分以上は SOC を介して及んでいる可能性が

示唆された。健康職場づくりにとって、職場風土

改善と SOC 向上がカギになってくることを示唆

する結果であった。追跡調査による取り組みや

介入の効果及び因果関係の検証は現在進行中

であり、今後待たれるところである。 

(2)病と生きる人々の成長と人生再構築に関する

研究 

①我々は、この 3年間にも、病ある人生等、逆

境下を生きることを余儀なくされた人々、具体的

には、薬害 HIV感染生存患者・家族と被害者遺

族、HIV 感染患者、神経難病や消化器系難病

をはじめとする難病患者、精神疾患と身体疾患

ないし障害を抱えたホームレスの人たちを対象

に、調査・分析を進めてきた。その調査・分析を

通して、我々は、逆境が彼らにもたらしている苦

痛や困難が疾患や障害の次元を超えて、アイデ

ンティティや生活・人生の奥深くにまで及んでい

ること、しかし、同時に、彼ら/彼女らは、そうした

苦痛と困難に対して、日々さまざまに対処し適

応に努力し或いは苦労していること、この過程に

おいて逆境下成長や人生再構築の進んでいる

ケースも決して少なくないことを明らかにしてきた。

我々は、こうした人々の苦痛と困難に光を当て、

その軽減と除去を図る従来からのとりくみととも

に、対処・適応のための努力や苦労に目を向け、

努力を支援し苦労の軽減に役立つ支援的環境

整備を図るとりくみがますます重要になってきて

いることを示唆してきた。 

(3)健康生成論と SOCに関する研究 

 ①我々は、心理学的満足度よりも力概念に近

い心理学的ウェルビーイングやストレス対処力

概念 SOC の向上を目的とした Web によるストレ

スマネジメントプログラムを、プロセス評価研究と

アウトカム評価研究を介入研究デザインでホワイ

トカラーを対象に行うことにより検証し開発した。

その効果は、自分に悩みや不安をもたらしてい

る元を自覚したり把握したり、或いは客観視した

り意味付けし直したりする作業を通して得られて

いる可能性を示唆する結果であった。 

 ②我々は、SOCを組み込んだ横断調査データ

や縦断調査データを用いて、SOC の向上や高

いことと正の関連性を有する「逆境下成長」と「知

覚されたところの肯定的変化」といった生活・人

生経験をここ 3年間に次々に明らかにしてきた。

それは、SOC とそうした生活・人生経験とが正の

スパイラル（生の相互作用或いは相乗効果）の

関係にあるか、或いは表裏一体またはそうした

生活・人生経験は SOCの構成要素という関係に

あることを示唆する結果であり、SOC の具象化

（「見える化」）に役立ち、さらに、SOC の形成促

進・向上策の開発・検討に極めて示唆的である

ことを国内外で論文発表、学会発表として明ら

かにされ大きな反響を呼んだ。 

(４）当事者参加型リサーチ等の調査研究方法論

の研究 

 ①当事者と研究者の終始一貫協働で進める

新しいスタイルの調査研究=当事者参加型リサ

ーチには、当事者の視点を見落とさない、間違

いなく組み込めるという点、また、当事者はもとよ

り研究者のエンパワメントにもつながるという点、

そのため調査研究の社会的実践的意義さらに

は理論的にも高からしめる点、つまり、調査研究

の質と水準を画期的に高からしめる利点を有す

ることを、前述・上述の調査研究に用い、或いは

生かしてきた経験をもとに、論文発表と学会発

表を行い、自分たちの講義や教科書でも取り上

げてきた。 

②その他、我々には、方法論的トライアンギュ

レーション（方法論的複眼）についても、質的調

査研究と量的調査研究の結合を中心に、当事

者参加型リサーチと同様の実績と成果がある。

いずれも単行書、ハンドブックとしての取り纏め

と出版が期待されており、今後の課題である。 

(5)研究成果の国内外への発信と健康社会学関

連のテキスト・副読本の出版 



 

 

①研究実績は、H21-23 年度の 3 年間で、雑

誌論文・書籍中分担執筆論文 34 件(うち英文論

文 24 件)、学会発表・招待講演 96 件（うち国際

学会 38件）、図書すべて和文図書 6件であった。

研究成果の国内外への発信は至って旺盛と判

断されよう。図書には、健康社会学関連のテキス

ト・副読本として位置付けられたものが多く、その

ような形での出版を通して、個々のテーマでの

実証及び理論研究の健康社会学への体系化が

試みられた。 

②本研究プロジェクトでは、こうした学会や学

会誌への研究発表以外に、健康生成モデルの

中核概念である SOC をテーマにした講演依頼

が多いのが特徴である。最終年度の平成 23 年

度だけでも、地域医療人育成協議会、自死遺族

支援グループ、ライフリンクがそれぞれ主催した

参加規模にして数十人から百二十人の研修会・

学習会での講演が行われた。 
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